
 

 

４年生   実践事例    

「川と共に」 

 

指導目標 ◎西高瀬川が京都市の生活に重要な役割をもっていた川だったことを知り、西高瀬

川について調べたい事柄を見つける。また、高瀬川やそれに関わった人について

調べる活動や見学を通して、西高瀬川に関わった人々の思いや願いに気付き、ど

のようにして西高瀬川を守れるか自分にできることについて考えるようにする。

最終的にはこれまで体験したこと、調べたことを元に、西高瀬川の魅力を伝える

キャッチコピーを考え、リーフレットを作成していく。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

校区内を流れて普段から見ている川が、鉄道・陸路が発達する以前に運河として活用

され、重要な意味を持っていたことを知ることで、自分達が暮らす地域について考え、

より地域を大切に感じる気持ちを育むことができる。 

対象学年 ４年生   

対応教科 総合的な学習の時間 

標準校時 ２３コマ   

学習構成  

１．西高瀬川について調べる 

２．西高瀬川に関わりのある大悲閤千光寺に行く 

３．西高瀬川の魅力を伝えるキャッチコピーを考える 

・西高瀬川が京都市の生活に重要な役割をもっていた川だったことを知

り、西高瀬川について調べたい事柄を見つけ、パソコンで調べる。 

・大悲閤千光寺に行く計画を立て、ご住職から話を聞き、聞いた話をまと

める。 

・西高瀬川やそれに関わった人について調べてきたことを伝えるキャッ

チコピーを考える。 

４．キャッチコピーを使ったリーフレットを作成する 

・伝えたいことの中心をはっきりさせて、わかりやすい方法を工夫し、リ

ーフレットにまとめ、地域やおうちの人、他学年の友達に、西高瀬川の

魅力を伝える。 
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【学習指導案】 

 

  



 

 

 

【単元構想】 

 

 



 

 

 



 

 

 

  



 

 

 

【板書計画】 

 

 
 

 




